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Ⅰ. 学校関係者評価委員会の目的 

 

委員会は、本校が経営の現状と課題について適切に把握し、教育活動その他学校運営の改善を的確

に行おうとしているかについて、自己評価の結果に基づき客観的に評価することを目的とする。（京都

調理師専門学校 学校関係者評価委員会規則 第 2条） 

 

 

Ⅱ. 2023 年度 学校関係者評価委員会 開催概要 

 

1．日 時  2023 年 10 月 19 日(木) 11 時 00 分 ～ 12 時 00 分 

2．会 場  京都調理師専門学校 4 階会議室・Web オンライン 

3．委 員   ＜企業等の役員または職員＞ 

西    稔史   様（京都ブライトンホテル 取締役統括総料理長） 

  清水  美絵   様（カンティーナアルコ オーナーシェフ） 

髙橋  義弘   様（京都料理芽生会 会長・南禅寺瓢亭 代表取締役社長） 

※当日ご欠席のため、別途意見聴取 

＜本校卒業生＞ 

鳴川  明展   様（松井本館花かんざし 総料理長・京都調理師専門学校同窓会） 

＜学校運営や教育に関する有識者＞ 

土屋  智裕  様（学校法人洛陽総合学院 洛陽総合高等学校 校長） 

＜事務局＞ 

田中 幹人   （京都調理師専門学校 校長） 

奥村 知史   （京都調理師専門学校 副校長・就職部長） 

住友 文     （京都調理師専門学校 教務部長） 

松村  美咲   （京都調理師専門学校 教務部員） 

酒井  なつみ  （京都調理師専門学校 教務部員） 

河北 茉奈   （京都調理師専門学校 教務部員） ※書記 

4. 議 事  Ⅰ. 自己評価結果について 

(1)教育理念・目標 (2)学校運営 (3)教育活動 (4)学修成果 

(5)学生支援 (6)教育環境 (7)学生の受入募集 (8)財務 

(9)法令等の遵守 (10)社会貢献・地域貢献 (11)国際交流 

   Ⅱ. 自己評価結果の学校関係者による評価について 

(1)教育理念・目標 (2)学校運営 (3)教育活動 (4)学修成果 

(5)学生支援 (6)教育環境 (7)学生の受入募集 (8)財務 

(9)法令等の遵守 (10)社会貢献・地域貢献 (11)国際交流 

 

 

 

 



Ⅲ. 評価委員からの評価および意見 

 

評価 

項目 

(1) 教育理念・目標 

(2) 学校運営 

(3) 教育活動 

評価委員からの評価および意見 評価委員からの意見に対する対応および改善方策 

 

・自己評価のとおり行われているのではな

いか。 

 

・調理師学校は学費が高いというイメージ

があるが、内訳を学生は知っているのか。 

 

 

 

 

 

・内訳は学生に明示しており、教具については単価も

明示している。また、学生に対し金額を早めに提示

し分納制を取り入れている。 

 

評価 

項目 
(4) 学修成果 

評価委員からの評価および意見 評価委員からの意見に対する対応および改善方策 

 

・退学の理由は何が多いか。 

 

 

 

・就職率はほぼ 100%となっているが、就職

先の労働環境・お給料等をどれくらい学

校は確認しているのか 

 

 

 

 

 

・体調不良が最も多く、進路変更が 2番目に多い。学

費の支払困難を理由とする学生は、高等教育の修学

支援新制度等が整い少なくなってはきている。 

 

・各事業所様がキャリアマップにて求人を掲載する

際、キャリアマップ事務局で休日数や最低賃金等は

確認されている。本校に直接いただく求人について

も確認している。ただし、数字等目に見えるものは

確認できるが、労働環境等はわかりにくい部分もあ

るため、学生が直接訪問し、お話を伺っている。 

 

評価 

項目 
(5) 学生支援 

評価委員からの評価および意見 評価委員からの意見に対する対応および改善方策 

 

・評価に問題はないのではないか。 

 

・校外実習期間において、アルバイトを完全

に禁止にしてしまうと収入が一切ないこ

 

 

 

・過去に校外実習期間のアルバイトは禁止としてい

た時期もあったが、現在は学業に差し支えない程度



とに困る学生もいると思うので、配慮され

ると良いのではないか。 

 

に、実習期間中アルバイトを継続することは可能と

している。 

 

評価 

項目 

 (6) 教育環境 

(7) 学生の受入募集 

(8) 財務 

(9) 法令等の遵守 

評価委員からの評価および意見 評価委員からの意見に対する対応および改善方策 

 

・自己評価のとおり行われているのではな

いか。 

 

・現在調理師を目指す方も少なくなってき

ていると感じるため、より多くの学生に

入学いただけるよう、広報いただけると

嬉しい。 

 

 

 

 

 

・調理師として働くことの魅力を今後もさらに広報

していきたい。 

 

 

 

評価 

項目 

(10) 社会貢献・地域貢献 

(11) 国際交流 

評価委員からの評価および意見 評価委員からの意見に対する対応および改善方策 

 

・留学生はどの学科が多いのか。 

 

 

・これからグローバルな社会になっていく

ため、どんどん留学生を受け入れていた

だければと思う。 

 

 

・和食・日本料理上級科が最も多いが、西洋料理上級

科や調理師科にも在籍している。 

 

・さらに留学生の受け入れ体制を強化していきたい。 

 

 

 

 


